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人
間
の
営
み
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

最
も
基
本
的
な
過
程

で
あ
り
、近
年
、高
度

情
報
化
、国
際
化
、高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
、

そ
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。�

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
と
も
と
、
人

間
生
活
の
全
領
域
、
す
な
わ
ち
人
間
の

存
在
、
行
為
、
関
係
の
全
構
造
に
関
わ

る
も
の
で
す
。�

　
本
学
は
こ
の
う
ち
人
間
的
世
界
、
物

質
的
世
界
、
意
味
的
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の

視
座
か
ら
、
人
間
関
係
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
言

語
の
３
つ
の
分
野
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
各
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
生

き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
を
追
求
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
平
成
12
年
４
月
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
開
設
し
ま
し

た
。
人
間
関
係
の
分
野
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
心
理
学
科
」
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」
、

言
語
の
分
野
は
「
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
幅
広
い
教

育
・
研
究
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
中
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ

る
通
貨
と
関
わ
る
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
会

計
」
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
経
済
学
、
経

営
学
、
会
計
学
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
諸
科
学
か
ら
把
握
・
理
解
し
、
そ
れ
ら

を
教
育
・
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
が

進
展
す
る
21
世
紀
の
現
代
社
会
に
お
い
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

で
あ
る
通
貨
に
関
わ
る
金
融
シ
ス
テ
ム
や

会
計
シ
ス
テ
ム
は
、
絶
え
間
な
い
変
革
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
一
般
に
つ
い

て
も
、
時
代
の
進
展
と
共
に
、
常
に
変
化

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
激
し
く
変
化
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
は
、
国
際
感
覚
に
富
み
、
激

動
の
時
代
に
自
ら
考
え
る
た
め
の
専
門
的

知
識
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
課
題
を
解
決

し
う
る
実
践
力
を
併
せ
持
つ
人
材
の
育
成

の
必
要
性
が
一
段
と
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
教
育
・
研
究
に
か
か
る
基

本
的
な
枠
組
み
を
堅
持
し
つ
つ
、
教
育
・

研
究
の
理
念
・
目
的
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い

う
視
点
か
ら
再
構
築
し
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
か
ら
分
離
独
立
し
ま
す
。�

　
新
た
に
入
学
定
員
１
９
０
人
、
３
年
時

編
入
学
定
員
15
人
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
」
、

一
学
科
か
ら
な
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
」
を
、

平
成
16
年
４
月
に
開
設
す
る
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。�

ビジネス学部の�
新設�
　　  （計画中）�

　
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の

教
育
上
の
目
的
は
、

最
新
の
ビ
ジ
ネ
ス
現

場
に
お
け
る
幅
広
い
、

か
つ
ア
ド
ホ
ッ
ク
な

課
題
に
実
践
的
に

対
応
で
き
る
よ
う
、

企
業
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
と
管

理
に
つ
い
て
の
知
識
と
ス
キ
ル
を
学
生
が
修

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
５
年
先
、
10
年

先
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
に
も
役
立
つ
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
で
す
。�

�

　 

５
つ
の
専
門
領
域
と�

　 

１
つ
の
関
連
領
域
の�

　 

科
目
群
を
設
定�

�

　
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
で
は
「
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン

グ
」
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
「
情
報
シ
ス
テ
ム
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」
と
い
う
５
つ
の
専

門
領
域
と
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ロ
ー
」
と
い
う

関
連
領
域
の
科
目
群
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
応
で
き
る
実
践
的
な
知

識
と
ス
キ
ル
を
学
べ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。�

　
「
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
は
財
務
諸
表
の

作
成
や
経
営
分
析
な
ど
の
科
目
、
「
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
」
は
資
金
調
達
や
資
金
運
用
の

知
識
・
技
術
の
修
得
を
め
ざ
す
科
目
、
「
情

報
シ
ス
テ
ム
」
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
や
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
管
理
の
科
目
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
」
は
経
営
戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
関
す
る
科
目
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
に
お
け
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
問
題
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
企

業
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
科
目
な
ど
。
ま
た
、
関
連
領
域
の
「
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ロ
ー
」
は
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
法
律
問
題
の
重
要
性
か
ら
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
場
で
生
ず
る
実
際
的
な
問
題
に

つ
い
て
も
学
べ
る
よ
う
に
、
幅
広
い
科
目
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
教
育
目
的
の
た
め
の
教
員
組
織
は
、

す
ぐ
れ
た
実
務
経
験
を
持
ち
、
国
際
的

な
舞
台
な
ど
で
活
躍
し
て
き
た
企
業
出
身

者
、
現
役
の
公
認
会
計
士
、
理
論
的
研

究
者
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
、
優

れ
た
理
論
と
実
践
の
両
方
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

�

　
モ
ジ
ュ
ー
ル
・
演
習
科
目
の

　 

設
定
に
始
ま
る�

　 

少
人
数
教
育
の
充
実�

�

　
２
〜
４
年
次
に
開
設
さ
れ
る
「
基
礎

演
習
」
「
専
門
演
習
」
な
ど
の
演
習
の

科
目
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
も
呼
ば
れ
、
少
人

数
の
学
生
が
各
自
の
選
択
し
た
研
究
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
専
任
教
員
の
き
め
細
か
い
個

別
指
導
の
も
と
、
問
題
意
識
を
深
め
な

が
ら
卒
業
論
文
や
卒
業
制
作
と
し
て
結

実
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
少
人
数
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
、
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
科
目
を
そ
の
前
段

階
と
し
て
１
年
次
に
開
設
し
ま
す
。
こ
の

科
目
は
、
少
人
数
の
学
生
の
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
、
専
門
分
野
が
異
な
る
複
数
の
専

任
教
員
が
共
同
し
て
、
た
と
え
ば
一つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
異
な
る
領
域
か
ら
検
討
、

解
説
、
指
導
を
行
い
ま
す
。
学
生
は
各

教
員
の
教
育
研
究
分
野
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
自
己
の
学
習
意
欲
を
高
め
、

研
究
テ
ー
マ
発
見
の
動
機
付
け
と
な
る
こ

と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
履
修
方
法
に
よ
っ
て
、
１
年
次
か

ら
少
人
数
教
育
の
教
育
効
果
の
一
層
の
充

実
と
徹
底
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。�

�

　
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
方
式
の
採
用�

�

　
通
常
科
目
に
つ
い
て
は
週
１
回
の
開
講

で
、
２
単
位
の
半
期
完
結
の
セ
メ
ス
タ
ー

制
で
す
が
、
集
中
的
に
行
っ
た
方
が
教
育

効
果
が
上
が
る
科
目
に
つ
い
て
は
、
週
に

数
コ
マ
開
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
度
で

深
い
知
識
と
技
能
の
修
得
が
可
能
と
な
り

ま
す
。�

　
た
と
え
ば
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
領
域
の
基

礎
と
な
る
科
目
「
簿
記
」
は
、
週
２
コ
マ

開
講
し
ま
す
。
こ
の
結
果
、
前
期
４
単
位
、

後
期
４
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
領
域
の
基
礎
知
識
の
理

解
に
欠
か
せ
な
い
「
簿
記
」
の
知
識
と

技
能
の
修
得
の
充
実
を
図
り
ま
す
。�

　
同
じ
よ
う
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
領
域
の

科
目
「
金
融
工
学
」
、
「
ミ
ク
ロ
経
済
学
」

に
つ
い
て
も
、
週
２
コ
マ
の
開
講
を
計
画
し

て
い
ま
す
。�

　 

専
門
領
域
間
の�

　 

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を�

　 
低
く
設
定�

�

　
専
門
教
育
科
目
の
専
門
領
域
の
間
の

垣
根
は
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
学

生
一
人
ひ
と
り
の
学
習
能
力
・
意
欲
や
興

味
に
応
じ
て
、
た
と
え
ば
金
融
工
学
や
情

報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
専
門
領
域
を
深
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
は
、
多
岐

の
専
門
領
域
か
ら
幅
広
く
履
修
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
柔
軟
な
履
修

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
全
学
共
通
の
言
語
活
用
科
目
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
科
目
群
の
充
実
に
よ
り
、

外
国
語
（
英
語
・
中
国
語
）、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
技
術
の
ス
キ
ル
向
上
な
ど
が
図
れ
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
資
格
取
得
の
支
援�

�

　
各
専
門
科
目
領
域
の
科
目
群
の
中
に
は
、

多
様
な
資
格
の
取
得
を
望
む
学
生
の
意

欲
に
積
極
的
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
資
格
取
得
を
支
援
す
る
科
目
が

設
定
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
資
格
取
得
を
希

望
す
る
学
生
は
、
授
業
終
了
後
、
資
格

取
得
の
た
め
の
専
門
学
校
な
ど
へ
移
動
す

る
こ
と
な
く
、
授
業
時
間
帯
に
履
修
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
と
費
用
を
節
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

2
文学部、現代社会学部、コミュニケーション学部を擁する長久
手キャンパスに、平成１６年4月の開設をめざして、第4番目の
学部、ビジネス学部の設置計画を進めています。�
ビジネス学部は平成１２年4月に開設されたコミュニケーショ
ン学部ビジネスコミュニケーション学科を母体とし、その教育
研究組織を拡充して再構築することにより、コミュニケーショ
ン学部から分離独立して、ビジネスの分野に特化した学部が
誕生します。�

ビジネス学部の�
設置の目的�

ビジネス学部� 入学定員　　　  190人�
３年次編入学定員  15人�

 開学30年目のさらなる発展�
 ―愛知淑徳大学―�

ビジネス学部で学ぶ6つの領域�

モジュール・演習�

アカウンティング�

ファイナンス�

情報システム�

ビジネス�
ストラクチャー�

ビジネス�
コミュニケーション�

ビジネス�
スロー�

1

2

3

4

5つの専門領域�

関連領域�

教育課程の�
特色�

ビジネス学科�


